
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 公益財団法人屋久島環境文化財団 ℡0997－42-2911 FAX0997－49－1018 

『日本赤十字救急法基礎・救急員養成講習会』

 日本赤十字社による講習会を開催し、事故防止の

知識や応急手当の技術を取得できます。 

○期 日：平成 30 年 1 月 10 日(水)～12 日(金) 

○会 場：屋久島環境文化研修センター（安房） 

○内 容：傷や骨折の手当・搬送等の救急法など 

○参加費：6,000 円（教材費・保険料等含む） 

○担 当：小脇 
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屋久島環境文化村センター  

メンテナンス休館のお知らせ 
 

平成 30 年 1 月 22 日(月)～1 月 31 日(水)までの間、メ

ンテナンスを行うため、休館いたします。 

皆様にはご迷惑をお掛けいたしますが、ご理解ご協力

をよろしくお願いいたします。 

 

※詳しくは、財団事務局にお問い合せいただくか、屋久島

環境文化財団ＨＰをご覧ください。 

連絡先  TEL42-2911 

ホームページ http://www.yakushima.or.jp 

 

『屋久島ガイドセミナー』 

 エコツーリズムの理念やガイドとしての基本的な

知識・技術及び必要な資格などに関する講習です。

○期 日：平成 30 年 2 月 12 日(月)～13 日(火) 

○会 場：屋久島環境文化研修センター（安房） 

○内 容：ガイドの責任と補償など 

○担 当：小脇 

※詳しくは、財団ホームページをご覧ください。 

『日本赤十字救急法資格継続研修』 

 日本赤十字救急法資格取得者の資格継続研修を行

います。 

○期 日：平成 30 年 1 月 13 日(土) 

○会 場：屋久島環境文化研修センター（安房） 

○内 容：傷や骨折の手当・搬送等の救急法など 

○参加費：2,000 円（教材費・保険料等含む） 

○担 当：小脇 

『冬の１日エコツアー』 

  1 月に 1日型エコツアーを開催します。 

○平成 30 年 1 月 14 日(日) 

「冬の野鳥とエッグアート体験」 

○平成 30 年 1 月 21 日(日) 

「第 2回屋久島環境未来ミーティング」 

○平成 30 年 1 月 28 日(日) 

「ボタニカルサシェをつくろう！」 

○参加費 500 円   

○担当：中島 

※詳しくは、別紙チラシをご覧ください。 

【お問い合わせ・お申し込み】 

 詳しくは、研修センターTEL46-2900 までお願い 

 します。 

第 3 回 『屋久島の里を知ろう』展 

期間：平成 29 年 12 月 11 日(月)～30 年 2 月 28 日(水)

場所：屋久島環境文化村センター交流ホール 

内容：各集落の文化や行事・史跡等の展示をします。

今回は宮之浦集落です。入場無料。ぜひご覧ください。

休館日のお知らせ 
村センター  12/19(火)・12/28(木)～1/1(月) 

(1/2 より開館いたします。) 

研修センター 12/4(月)・12/11(月) 

       12/29(金)～1/3(水) 



第１回屋久島こども森のあそび場 

  「自然の中 de 広がる子育て」１１月１２日 

 かごしま森のようちえん総合プロデューサーの市

川さんをお招きして、近年話題になっている「森のよ

うちえん」のお話し会と体験会を実施しました。お話

し会は森の中で実施し、心地良い空間での素敵な時間

を過ごしました。保護者のみなさんから、「森の中で

子育てしたくなりました」「全体を通して、新発見が

たくさんありました。子ども 

だけでなく、大人も楽しむこ 

とができました」と嬉しい感 

想をいただくことができまし 

た。 

第１回、第２回屋久島研究講座 

◇１１月２４日 講師に古居智子氏を迎え、『300 年の眠

りを越えて「シドッティ神父、その生涯と屋久島」』を開

催しました。シドッティ神父が屋久島に着くまでの経緯、

新井白石とのやりとり等、エピソードを交えてお話しい

ただき、「古居さんの感性を通して歴史のおもしろさを改

めて知りました」との感想をいただきました。 

◇１１月２６日 講師に新東晃一氏を迎え『南九州縄文

文化と横峯遺跡・竪穴住居』を開催しました。座学の後、

横峯遺跡現地において、発掘された遺跡と復元した竪穴

住居についてお話しいただきました。「時間の流れと人間

の移動を、証拠を集めて考える楽しさを知りました」と

の感想をいただきました。 

  
「１００人で考える屋久島の未来のカタチ（暮らし）～第２回屋久島環境未来ミーティング～」 

インストラクター 福元豪士（やっくん）

 昨年、ご好評いただいた全員参加型のミーティングイベント「屋久島環境未来ミーティング」を今年も開催しま

す。「１００人で考える屋久島の未来のカタチ（くらし）」をテーマに、多様な活動をされる８人のプレゼンターを

迎え、次の屋久島の未来のカタチへ活動している挑戦者から自身の取り組みについて紹介していただきます。 

 屋久島環境未来ミーティングの目的は、「私たちの生活の場であり経済活動の場でもある屋久島が、さらに暮ら

しやすく、また、観光等で訪れる国内外の方々にとってもさらに魅力的な場所であるために私たちに何ができるか

を、ポジディブに語り合うこと」です。 

 私たちがくらしている屋久島。ここ屋久島で、私たちにとって純粋に幸せで豊かな暮らしとは、どんなものか。

そして、これから未来に、どんな豊かなカタチを描き、子どもたちに受け渡して行くか。そんな、屋久島のくらし

をめぐる “問い” を、じっくり考え、参加者１人１人が自分なりの 

“答え”に近づくための、語り場をつくります。 

 この日、色々な未来のカタチが、思い描かれることを楽しみにして 

います。そして、その重なりによって、魅力的な屋久島が育まれていく 

ことを願っています。 

 屋久島の未来を想う方々のたくさんのご参加お待ちしています。 

（イベント詳細については表面または、HP をご覧ください。） 

 
【屋久島を想う】      

 
「 自然の個性 」  研修センターインストラクター  丸山 悟 

 
今年度から研修センターで働き始めて、気付けばもう年の暮れが近づいてきました。 

研修センターで働いてまだまだ日は浅いですが、振り返ってみるとこのわずかな時間に 

自然に対する見方・見える自然の幅が大きく変わったことを感じます。屋久島に来て６年目 

ですが、今までは木を見ても、「木」としか分からなかったものが、その木の名前が分かる。 

すごく初歩的ですが、それがわかるだけで自然がよりミクロに、そして「自然」とひとくくり 

にしていたもののそれぞれの個性が見えるようになりました。まだまだ至らない部分ばかりで日々勉強ですが、こ

れからもより自然を知ること、感じることで深く自然と繋がっていきたいと思います。 

インストラクターだより 

財団活動報告 
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